




















































察を加え，以下のような幾つかの知見を得ているc 1) ER利用に印加する電界として，複代材はりの 1
次固有振動数以下の振動数を有する姉形波高界を用いた場合が制振効果が最も大きt'o 2) EH.流体へ印
加する正弦波電界の印刷タイミングを種々変化させ.複合材はりの振動応答に対してその位相が900 進む
とき，制振効果が最大になるの 3)EH流体が有する複素弾性層の非線形性に着目して，振動応答振幅，
損失係数および電界強度の関係を表わす3次元マップを考案し，これを数値解析に採り入れることにより.
振動応答の非線形'性を説明できるc t1)拘束型複合材はりの損失係数は，はりを構成しているCFRP積層
板， EH流体およびシリコンシーラントの各層に関するひずみエネルギを用いて計算できる。
つぎに，粘弾性層として.形状記憶高分子フィルムを用いたCFRP複合材はりについて外部から環境温
度を没えることにより.所望の調度で高い振動減衰特性が得られることを示している。この場合， CFRP 
層をヒータとして用い，形状記憶高分ヂフィルムのガラス転移点に温度調整することにより，複合材はり
の対数減衰率を最大20倍lこ上昇させることが出来ることをぶしている。また，解析においては， Ross-K 
erwin-Ungar式を用いて複合材はりの絹失係数を予測できることを示している。
以上のように， CFRP積層板を単に情浩材料とするのみならず，その導電性に着目し電極あるいはヒー
タとして・活周することにより， CドHP複合材料を母材とする複合材料の知能化に関して有用な知見を得て
いる。この成果は，知的材料研究の一つの住であるアクティプ振動制御の分野の発展に寄与するところ大
である。したがって，木論文の著者は，博士(工学)の学位を受ける資格を有するものと認める。
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